
平成 26 年度第 1 回次世代がん治療推進専門家養成プラン運営諮問委員会議事要旨(案) 

日 時：平成 26 年 6 月 7 日（土）11 時～12 時 

会 場：秋田温泉 さとみ 

出席者：別紙参照 

司会：柴田 浩行 

（副委員長、秋田大学大学院医学系研究科医学専攻臨床腫瘍学講座教授） 

 

議事に先立ち、柴田副委員長から第 1 回の運営諮問委員会開会の挨拶があった。 

また、4 月から委員長（秋田大学医学部附属病院長）の伊藤先生が研究科長・学部長に就

任し、羽渕先生が秋田大学附属病院長に就任され、この委員会の委員長に、秋田県診療放射

線技師会長が土佐先生から藤原先生に変更になった旨報告があった。（羽渕先生、藤原先生

欠席）引き続き、代理出席者(６名)がいるため、出席者の自己紹介が行われた。 

 

１．昨年度の活動報告について 

藤島先生（地域がん包括医療学講座）から資料１に基づき、昨年度の活動状況について

詳細な説明があった。 

 １）地方中核病院における腹腔鏡下手術の術者養成 

・東京医科歯科大学がんプロとの連携のもと、胃がん・大腸がん手術指導を継続的に実

施 

２）将来の地域がん医療を担う人材の確保 

・秋田県医師会と共催で「あきた地域がん医療説明会」開催 

３）地域がん拠点病院によるがん医療説明会 

 ・「各病院のがん医療説明会」を秋田大学がんプロ共催で実施（６病院） 

４）地域自治体とがんプロの連携 

 ・東京医科歯科大学がんプロとの連携のもと、北秋田市および秋田大学がんプロ共催で

講演会を開催 

５）特色ある市民公開講座・医療者向け説明会 

 ・「がん医療夏の陣」、「もっと放射線治療について知ろうよ」、「がん看護専門看護師

(CNS)コース説明会」、「地域がん医療を担う薬剤師の明日を考える 2014」の開催 

６）あきた広域キャンサーボード 

 ・実施体制（セキュリティ強化）を整備 

７）秋田大学における e-learning 講義 

 ・授業科目の拡大、コンテンツの更新、「地域がん医療推進セミナー」の設置 

８）遠隔授業システムの本格稼働開始 

 ・東京工業大学より東京医科歯科大学の遠隔講義配信 

 



９）地域ネットワーク会議の開催 

 ・北東北がんコンソーシアム出席 

10）看護師教育プログラム ELNEC-J 

 ・終末期ケア向上に関するコアカリキュラムの開催 

11）秋田県がん教育事業への講師派遣 

 ・「秋田県がん教育事業」に秋田大学がんプロとして参加し、特別授業に講師派遣 

その他 

 ・がんプロホームページの改定、地域連携事業として、Meet the Director 企画の立ち

上げ 

 

２．今年度の活動方針について 

本山委員から資料２－１，２－２に基づき、本年度のアウトカムを意識した活動につい

て詳細な説明があった。 

１）昨年度スタートさせた事業への肉付け 

・地域医療を担う若手医師のキャリアアップ 

・次世代を担う医療者の確保 

・低侵襲がん治療医の育成 

・第二、第三のがん看護専門看護師の養成 

・がん専門薬剤師の増員 

  ・多職種一体型のがん治療体系の推進 

  ・がん教育の支援 

  ・広域キャンサーボードの普及 

２）焦点を絞った実効性のある新規事業の実施 

・「地域がん医療フォーラム in AKITA」秋田からの発信と秋田への取り込み 

その他 

・第２回「あきた地域がん医療説明会」の案内 

 

委員から低侵襲がん治療医の育成についての意見が述べられ、本山委員から今後も

継続し、実施施設については、要請があれば秋田大学がんプロが窓口となって交渉する

旨の発言があった。 

柴田副委員長から Meet the Director 企画へのさらなる協力依頼があった。 

 

３．その他 

１）「がん療養者の在宅療養支援に関する実態調査」について 

中村先生（保健学専攻）から資料３に基づき、秋田県内の訪問看護ステーションの実

態調査について詳細な説明があった。 



委員から病院の看護職が訪問看護を十分に理解していないため、看護協会でも訪問

看護フォーラム開催しているが、来年は重点的に実施する旨の発言があった。 

中村先生から県内では訪問看護ステーションの空白地帯があるため、訪問看護の質

はもとより、量の確保も必要な旨の発言があった。 

柴田副委員長から県内の医療レベルを上げる基本資料になる可能性があるので、是

非第二弾、第三弾の調査をお願いしたい旨の発言があった。 

 

２）その他 

患者会委員から患者相談活動の現状について、いくつか実例報告があり、柴田副委員

長から患者会活動にももしがんプロで関わることができれば、協力したい旨の発言が

あった。 

 

柴田副委員長から第１回の運営諮問委員会閉会の挨拶があった。 

 

 


